
『
空
華
集
』
訳
注

―
七
言
絶
句
部
（
三
）
―

（
国
語
教
育
講
座
）

太

田

亨

（
二
〇
二
二
年
九
月
一
日
受
付
・
二
〇
二
二
年
一
〇
月
八
日
受
理
）

『
空
華
集
』
は
義
堂
周
信
（
一
三
二
五
～
一
三
八
八
）
が
残
し
た
作
品
集
で
あ
る
。
本
稿

で
は
、
そ
の
七
言
絶
句
部
に
所
収
さ
れ
る
作
品

～

番
目
の
訳
注
を
試
み
る
。

11

15

五
山
版
『
空
華
集
』
を
底
本
に
用
い
、
元
禄
九
年
版
『
空
華
集
』
・
五
山
文
学
全
集
本
を

校
勘
に
用
い
る
。
押
韻
に
つ
い
て
は
、
平
水
韻
に
従
う
。

因
看
鴉
浴
戯
作

鴉

の

浴

す
る
を
看
る
に
因
り
て

戯

れ
に
作
す

か
ら
す

ゆ
あ
み

み

よ

た
は
む

な

11看
爾
老
鴉
頻
浴
池

爾

老
鴉
の
頻
り
に
池
に

浴

す
る
を
看
る

な
ん
ぢ

ら
う

あ

し
き

い
け

ゆ
あ
み

み

要
同
鵠
白
也
難
爲

鵠
の
白
き
に
同
せ
ん
と
要
す
と
も
也
た
為
り
難
し

こ
く

し
ろ

ど
う

え
う

ま

な

が
た

不
如
仍
舊
黔
而
黒

如
か
ず

旧
き
に
仍
り
て
黔
め
ん
と
し
て
黒
き
に

し

ふ
る

よ

く
ろ

く
ろ

免
使
羣
禽
特
地
疑

群
禽
を
し
て
特
地
に

疑

は
し
む
る
こ
と
を

免

る

ぐ
ん
き
ん

と

く

う
た
が

ま
ぬ
が

＊
韻
字
は
、
上
平
声
四
支
「
池
・
爲
・
疑
」

題
意

カ
ラ
ス
が
体
を
洗
う
の
を
見
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
戯
れ
に
作
っ
た
詩
。
カ
ラ
ス
が
湯

浴
み
す
る
こ
と
は
、
金
烏
（
三
本
足
の
カ
ラ
ス
）
の
い
る
太
陽
が
湯
浴
み
す
る
故
事
を
意
識

し
た
も
の
か
。
『
山
海
経
』
海
外
東
経
に
、
「
湯
谷
上
有
扶
桑
、
十
日
所
浴
」
（
湯
谷
の
上
に

扶
桑
有
り
、
十
日
の
浴
す
る
所
な
り
）
と
、
湯
谷
に
は
十
個
の
太
陽
が
水
浴
び
を
す
る
場
所

が
あ
る
と
い
う
。
郭
璞
の
注
に
よ
れ
ば
、
十
個
の
太
陽
が
一
緒
に
出
た
時
、
草
木
が
焼
け
て

枯
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
尭
が
羿
に
十
個
の
太
陽
を
射
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
う
ち
九
個
に

命
中
さ
せ
、「
日
中
烏
尽
死
」（
日
中
の
烏
尽
く
死
す
）
と
、
太
陽
の
中
に
い
る
カ
ラ
ス
が
死

ん
だ
と
い
う
。
義
堂
が
『
山
海
経
』
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
、
『
日
工
集
』
康
暦
二
年
九
月

十
日
の
条
に
見
え
る
。「
戯
作
」
は
、
面
白
半
分
に
詠
じ
る
こ
と
。

現
代
語
訳

カ
ラ
ス
の
お
前
が
池
に
入
っ
て
体
を
洗
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
ク
グ
イ
の
白
さ

と
同
じ
よ
う
に
白
く
な
り
た
い
と
思
っ
て
も
、
や
は
り
そ
れ
は
な
れ
そ
う
に
な
い
。
も
と
の

よ
う
に
黒
く
な
ろ
う
と
し
て
真
っ
黒
に
な
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
周
り
の
多
く
の
鳥
た
ち
に
特
に

怪
し
ま
せ
る
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
だ
。

語
釈

【
看
】
よ
く
見
る
、
熟
視
す
る
。

【
爾
】
な
ん
じ
、
あ
な
た
、
お
前
。
こ
こ
で
は
老
鴉
を
指
す
。
高
適
「
人
日
寄
杜
二
拾
遺
」

（
『
集
千
家
注
批
点
杜
工
部
詩
集
』
巻
二
〇
「
追
酬
故
高
蜀
州
人
日
見
寄
」
の
附
録
）
に
、

「
愧
爾
東
西
南
北
人
」（
愧
づ

爾
東
西
南
北
の
人
）
と
あ
る
。

【
老
鴉
】
カ
ラ
ス
。
「
老
」
は
接
頭
辞
。
蘇
軾
「
鴉
種
麥
行
」
（
『
王
状
元
集
註
分
類
東
坡
先

生
詩
』
巻
二
四
）
に
、
「
霜
林
老
鴉
閑
無
用
、
畦
東
拾
麥
畦
西
種
」
（
霜
林
の
老
鴉

閑
に
し
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て
用
無
し
、
畦
東
に
麦
を
拾
ひ

畦
西
に
は
種
ゆ
）
と
、
カ
ラ
ス
の
種
ま
き
を
ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぷ
り
に
詠
じ
る
。
義
堂
が
感
化
さ
れ
た
中
巌
圓
月
は
、
「
鴉
偸
燭
」
（
『
東
海
一
漚
集
』
）

に
お
い
て
、「
坡
詩
昔
作
鴉
種
麥
、
今
見
偸
燭
鴉
入
宅
」（
坡
詩
に
昔
鴉
麦
を
種
う
と
作
す
、

今
燭
を
偸
ま
ん
と
す
る
鴉
の
宅
に
入
る
を
見
る
）
と
、
蘇
軾
の
詩
に
触
発
さ
れ
て
カ
ラ
ス
に

ぬ
す

関
心
を
抱
き
、
家
に
入
っ
て
灯
火
を
消
す
カ
ラ
ス
を
取
り
上
げ
、
末
二
句
で
「
半
宵
闇
坐
莫

嫌
黒
。
老
鴉
終
身
黒
似
墨
」（
半
宵

闇
に
坐
し
て
黒
き
を
嫌
ふ
莫
し
、
老
鴉
は
終
身
黒
く
し

て
墨
の
似
し
）
と
、
真
っ
暗
闇
に
な
っ
て
も
自
分
が
元
々
黒
い
た
め
平
気
で
あ
る
こ
と
を
詠

ご
と

じ
る
。

【
頻
浴
池
】
し
き
り
に
池
に
入
っ
て
体
を
洗
う
。

【
要
同
鵠
白
】
ク
グ
イ
の
白
さ
と
同
じ
よ
う
に
な
ろ
う
と
す
る
。
「
要
」
は
、
～
に
な
ろ
う

と
す
る
。
同
様
の
表
現
と
し
て
、
七
律

「
和
頻
字
韻
與
諦
叔
眞
」
に
も
「
要
成
大
器
休
嫌

238

晩
」（
大
器
に
成
ら
ん
と
要
す
れ
ど
も
晩
を
嫌
ふ
こ
と
を
休
め
よ
）
と
あ
る
。「
鵠
」
は
、
ク

グ
イ
。
ク
グ
イ
の
白
さ
と
カ
ラ
ス
の
黒
さ
は
対
比
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
『
首
楞
厳
経
』
二

に
は
、「
現
前
種
種
松
直
棘
曲
、
鵠
白
烏
玄
、
皆
了
元
由
」（
現
前
の
種
種
の
松
は
直
く
棘
は

な
ほ

曲
り
、
鵠
は
白
く

烏

は
玄
く
、
皆
元
由
に
了
る
）
と
あ
り
、
も
の
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を

か
ら
す

く
ろ

お
は

強
調
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
『
禅
林
類
聚
』
二
に
は
、
「
地
蔵
恩
云
、
松
直
棘
曲
、

烏
玄
鵠
白
。
末
後
商
量
、
空
中
一
劃
」
（
地
蔵
恩
に
云
ふ
、
松
は
直
く
棘
は
曲
り
、
烏
は
玄

く
鵠
は
白
し
。
末
後
に
商
量
す
る
に
、
空
中
の
一
画
た
り
）
と
あ
り
、
差
別
の
相
が
歴
然
と

し
て
明
白
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
際
に
も
用
い
ら
れ
る
。
了
庵
清
欲
の
「
次
韻
答
天
章
用

眞
文
明
天
民
、
時
約
之
天
民
皆
避
難
於
此
」
（
『
重
刊
貞
和
集
』
七
「
酬
答
」
）
に
、
「
倒
却

門
前
刹
竿
著
、
従
他
鵠
白
與
烏
玄
」（
門
前
の
刹
竿
を
倒
却
し
て
著
し
、
鵠
の
白
き
と
烏
の
玄く

ろ

き
と
を
従
他
す
）
と
あ
る
。

ま

か

【
也
】
～
も
ま
た
。
口
語
的
表
現
。

【
難
爲
】
成
り
が
た
い
、
な
れ
そ
う
も
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ク
グ
イ
の
白
さ
に
な
れ
そ
う
も

無
い
こ
と
を
言
う
。
差
別
の
相
が
明
確
で
あ
る
同
様
の
表
現
と
し
て
、
無
準
の
「
四
睡
」（
『
新

撰
貞
和
集
』
上
「
讃
仏
祖
」
・
『
重
刊
貞
和
集
』
二
「
讃
」
）
に
、
「
悪
者
難
為
善
、
善
者
難

為
悪
」（
悪
は
善
に
為
り
難
く
、
善
は
悪
に
為
り
難
し
）
と
あ
る
。

【
不
如
仍
舊
黔
而
黒
】
元
通
り
に
黒
く
な
ろ
う
と
し
て
真
っ
黒
に
す
ぎ
な
い
。「
不
如
」
は
、

～
に
は
及
ば
な
い
、
～
に
す
ぎ
な
い
。
「
仍
舊
」
は
、
以
前
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
、
依
然
と

し
て
、
や
は
り
、
も
と
ど
お
り
。
「
黔
」
は
、
黒
く
な
る
。
『
荘
子
』
天
運
第
十
四
に
、
「
夫

鵠
不
日
浴
而
白
、
烏
不
日
黔
而
黒
。
黒
白
之
朴
、
不
足
以
為
辯
」
（
夫
れ
鵠
は
日
び
に
浴
せ

ざ
る
も
白
く
、
烏
は
日
び
に
黔
せ
ざ
る
も
黒
し
。
黒
白
の
朴
は
、
以
て
弁
を
為
す
に
足
ら
ず
）

と
あ
り
、
ク
グ
イ
が
毎
日
水
浴
び
を
し
て
体
を
洗
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
真
っ
白
で
あ

り
、カ
ラ
ス
が
毎
日
体
を
黒
く
塗
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
真
っ
黒
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。

清
原
宣
賢
の
『
荘
子
抄
』
に
は
、
「
鵠
ハ
白
ク
、
烏
ハ
黒
ハ
、
自
然
ノ
生
レ
ツ
キ
也
。
鵠
ハ

毎
日
水
ヲ
ア
ヒ
子
ト
モ
白
シ
。
烏
ハ
毎
日
黔
ク
染
子
ト
モ
黒
シ
。
黒
白
―
、
黒
白
素
朴
ハ
、

自
然
ノ
ス
カ
タ
也
。
ト
チ
カ
マ
シ
タ
ル
、
ト
チ
カ
劣
ル
ト
、
弁
別
シ
テ
ワ
ク
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
」

と
抄
す
る
。

【
免
使
羣
禽
特
地
疑
】
多
く
の
動
物
に
特
に
疑
わ
せ
る
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
も
と

の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
か
ら
変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
言
う
こ
と
。「
免
」
は
、

免

れ
る
、
逃
れ

ま
ぬ
が

る
、
関
わ
ら
な
く
て
す
む
。「
使
」
は
、
～
さ
せ
る
、
の
意
。
使
役
。「
羣
禽
」
は
、
多
く
の

鳥
。「
特
地
」
は
、
と
く
に
。『
五
灯
会
元
』
巻
第
十
七
南
岳
下
十
三
世
上
「
秘
書
呉
恂
居
士
」

に
お
け
る
晦
堂
の
言
に
「
水
中
得
火
世
還
稀
、
看
著
令
人
特
地
疑
」
（
水
中
に
火
を
得
る
こ

と
は
世
に
還
り
て
稀
に
し
て
、
看
著
す
れ
ば
人
を
し
て
特
地
に
疑
は
し
む
）
と
あ
り
、
口
語

的
表
現
と
し
て
屡
々
用
い
ら
れ
る
。

余
滴

「
老
鴉
」
と
詠
出
す
る
の
は
、
蘇
軾
の
「
鴉
種
麥
行
」
詩
と
中
巌
の
「
鴉
偸
燭
」
詩

を
意
識
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
蘇
軾
は
カ
ラ
ス
が
種
を
ま
く
こ
と
を
詠
い
、
中
巌
は
カ

ラ
ス
が
灯
火
を
奪
う
こ
と
を
詠
い
、
義
堂
は
カ
ラ
ス
が
体
を
洗
う
こ
と
を
詠
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
に
ユ
ー
モ
ア
が
溢
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
義
堂
の
作
品
に
は
中

国
古
来
の
金
烏
（
三
本
足
の
カ
ラ
ス
）
や
『
荘
子
』
に
お
け
る
カ
ラ
ス
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、

『空華集』訳注
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世
俗
と
は
一
線
を
画
し
た
意
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
「
戯
作
」
と
あ
る
が
、

「
鴉
」
を
題
材
に
取
り
上
げ
、
カ
ラ
ス
の
特
性
を
詠
じ
な
が
ら
、
本
来
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿

を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
人
間
の
本
質
を
突
い
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

送
華
姪
兼
柬
玉
泉
師
兄
①

華
姪
を
送
り
て
兼
ね
て

玉

泉
師
兄
に
柬
す

く
わ
め
ひ

お
く

か

ぎ
よ
く
せ
ん

す

ひ
ん

か
ん

12朔
風
十
日
口
如
緘

朔
風

十
日

口

緘

の
ご
と
し

さ
く
ふ
う

じ
ふ
じ
つ

く
ち
と
ぢ
め

搖
舌
開
唇
豈
可
堪

舌
を
揺
か
し
て

唇

を
開
く
こ
と
豈
に
堪
ふ
べ
け
ん
や

し
た

う
ご

く
ち
び
る

ひ
ら

あ

た

好
在
玉
泉
揮
玉
麈
②

好
在
な
り
や

玉

泉

玉

麈
を
揮
ひ

か
う
ざ
い

ぎ
よ
く
せ
ん

ぎ
よ
く
し
ゆ

ふ
る

春
風
春
雨
説
江
南

春

風

春

雨

江
南
を
説
か
ん

し
ゆ
ん
ぷ
う

し
ゆ
ん

う

か
う
な
む

と

＊
韻
字
は
、
下
平
声
一
五
咸
「
緘
」。
下
平
声
一
三
覃
「
堪
・
南
」。
覃
韻
と
咸
韻
は
通
韻
。

①
「
柬
」
字
、
元
禄
版
・
全
集
本
作
「
簡
」。

②
「
麈
」
字
、
全
集
本
作
「
塵
」。

題
意

春
谷
（
實
中
）
□
華
を
見
送
る
と
と
も
に
、
兄
弟
子
の
玉
泉
周
皓
に
手
紙
を
送
る
。

「
華
姪
」
は
春
谷
（
實
中
）
□
華
を
い
う
。
夢
窓
派
・
義
堂
の
弟
弟
子
に
法
を
嗣
ぐ
人
物

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
華
姪
」
と
呼
称
す
る
の
は
、
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
～
一
一
六
三
）

が
応
庵
曇
華
の
こ
と
を
「
華
姪
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
因
む
。
圜
悟
克
勤
よ
り
法
を
嗣
い
だ
大

慧
宗
杲
に
は
、
兄
弟
子
の
虎
丘
紹
隆
（
一
〇
七
七
～
一
一
三
六
）
が
お
り
、
大
慧
は
虎
丘
よ

り
法
を
嗣
い
だ
応
庵
曇
華
（
一
一
〇
三
～
一
一
六
三
）
の
こ
と
を
「
華
姪
」
と
呼
び
、
楊
岐

派
に
伝
わ
る
衣
を
授
け
た
と
い
う
（
七
絶

「
華
侍
者
行
送
偈
并
敍
」
）。
こ
の
話
を
受
け
、

890

「
曇
華
」
と
「
□
華
」
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
春
谷
（
實
中
）
□
華
を
「
華
姪
」
と
呼

◯

◯

ん
で
い
る
。
春
谷
（
實
中
）
□
華
は
、
始
め
「
春
谷
」
と
号
し
た
が
、
後
に
「
實
中
」
と
号

し
、
そ
の
字
説
を
義
堂
に
求
め
て
い
る
（
説

「
與
華
姪
更
字
説
」
）。
本
詩
の
際
に
、
ど
ち

046

ら
の
道
号
で
あ
っ
た
か
は
不
明
。
七
絶

に
は
、
義
堂
が
晩
年
に
建
仁
寺
（
東
山
）
の
常
在

890

光
院
（
鷲
峰
）
に
閑
居
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
實
中
□
華
が
訪
れ
、
實
中
が
鎌
倉
の
瑞
泉
寺
に

帰
る
際
に
偈
を
贈
っ
て
い
る
。
そ
の
序
に
「
呈
似
錦
屏
本
師
和
尚
一
笑
」
（
錦
屏
の
本
師
和

尚
に
呈
似
し
て
一
笑
せ
し
む
）
と
あ
り
、
偈
の
結
句
に
「
珍
重
屏
山
落
髮
師
」（
珍
重
す

屏

山
の
落
髮
の
師
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
時
の
瑞
泉
寺
（
山
号
：
錦
屏
山
）
の
住
持
を
務
め
て

い
た
心
岩
周
己
が
實
中
の
本
師
（
最
初
に
得
度
を
受
け
た
師
）
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
柬
」
は
手
紙
を
送
る
こ
と
。
「
玉
泉
」
は
玉
泉
周
皓
。
無
学
祖
元
―
高
峰
顕
日
―
夢
窓

疎
石
―
玉
泉
。
義
堂
の
兄
弟
子
に
あ
た
る
。
『
延
宝
伝
灯
録
』
巻
二
四
に
「
京
兆
臨
川
玉
泉

周
皓
禅
師
、
参
禅
之
暇
、
従
義
堂
絶
海
錯
綜
風
雅
」
（
京
兆
臨
川
の
玉
泉
周
皓
禅
師
、
参
禅

の
暇
に
、
義
堂
・
絶
海
に
従
ひ
て
風
雅
を
錯
綜
す
）
と
あ
り
、
臨
川
寺
に
住
し
、
義
堂
や
絶

海
と
文
筆
活
動
を
嗜
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
箇
所
に
は
、
東
陵
永
璵
が
詠
ん
だ
「
呑
碧

楼
」
偈
頌
に
和
し
た
詩
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
『
詩
軸
集
成
』〈
五
山
文
学
新
集
所
収
〉
に
も

「
呑
碧
楼
詩
軸
」
と
し
て
収
め
ら
れ
る
）
。
詩
文
に
長
け
て
い
た
ら
し
く
、
絶
海
は
「
與
金

剛
物
先
和
尚
書
」（
『
蕉
堅
藁
』）
で
、「
如
如
是
大
統
黙
菴
玉
泉
、
博
學
贍
才
、
進
而
不
已
」

（
如
是
・
大
統
・
黙
菴
・
玉
泉
の
如
き
は
、
博
学
贍
才
な
れ
ば
、
進
み
て
已
ま
ず
）
と
、
そ

の
豊
か
な
才
能
を
称
賛
し
て
い
る
。
ま
た
、
至
正
八
年
（
一
三
四
八
）
、
月
江
正
印
が
仰
山

（
江
西
省
袁
州
宜
春
県
に
あ
る
甲
刹
太
平
興
国
禅
寺
）
に
掛
搭
し
て
い
た
玉
泉
周
皓
に
与
え

た
道
号
偈
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
渡
元
の
経
験
を
持
つ
こ
と
が
分
か
る
。

實
中
が
玉
泉
よ
り
法
を
嗣
い
だ
か
は
不
明
で
あ
る
。

現
代
語
訳

寒
い
北
風
が
十
日
も
吹
き
、
口
は
綴
じ
目
の
よ
う
に
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
れ
で
は
唇
を
開
け
て
舌
を
動
か
し
て
喋
る
こ
と
が
ど
う
し
て
で
き
よ
う
か
。
さ
て
、
元
気

で
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
、
玉
泉
師
兄
、
き
っ
と
玉
の
付
い
た
払
子
を
揮
い
、
春
の
風
や
春

の
雨
と
い
っ
た
江
南
の
地
で
の
出
来
事
を
お
話
し
な
さ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

語
釈

【
朔
風
】
北
風
。
冬
に
吹
く
寒
い
風
。
龍
岩
真
の
「
冬
日
」（
『
新
撰
貞
和
集
』
上
「
節
序
」

・
『
重
刊
貞
和
集
』
三
「
節
序
」
）
に
、「
朔
風
刮
面
雪
漫
天
」（
朔
風

面
を
刮
り

雪
天
に

漫

け
づ

は
び
こ
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る
）
と
あ
り
、
竺
無
道
の
「
参
方
」
（
『
新
撰
貞
和
集
』
中
「
送
行
」
・
『
重
刊
貞
和
集
』
六

「
送
行
」
）
に
、
「
朔
風
吹
雪
舌
頭
強
」
（
朔
風

吹
雪

舌
頭
強
し
）
と
あ
る
。
冬
の
朔
風
が

ご
は

あ
ま
り
に
も
寒
い
た
め
、
顔
は
削
り
取
ら
れ
る
よ
う
に
痛
く
、
舌
は
強
ば
っ
て
動
か
な
い
こ

と
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

【
口
如
緘
】
口
が
綴
じ
目
の
よ
う
に
開
か
な
い
。
『
重
刊
貞
和
集
』
十
「
雜
類
」
に
、
栢
堂

南
雅
が
「
守
口
如
瓶
」（
守
口

瓶
の
如
し
）
と
題
し
た
作
品
が
あ
り
、
南
極
巽
の
「
新
鐘
」

（
『
新
撰
貞
和
集
』
下
「
器
用
」・
『
重
刊
貞
和
集
』
八
「
法
器
」
）
に
、「
口
不
能
緘
為
一
声
」

（
口
緘
づ
る
能
は
ず
一
声
を
為
す
）
と
あ
る
。

【
搖
舌
】
舌
を
動
か
す
。
言
葉
を
口
か
ら
出
す
こ
と
。
大
慧
宗
杲
の
「
雪
竇
明
覺
禅
師
」（
『
重

刊
貞
和
集
』
二
「
讚
」）
に
、「
太
湖
三
寓
六
千
項
之
渺
茫
、
即
師
之
口
也
。
洞
庭
七
十
一
二

朶
之
巍
峭
、
即
師
之
舌
也
。
不
動
口
不
搖
舌
、
已
説
現
説
當
説
、
無
少
無
剰
也
」
（
太
湖
三

寓
六
千
項
の
渺
茫
は
、
即
ち
師
の
口
な
り
。
洞
庭
七
十
一
二
朶
の
巍
峭
は
、
即
ち
師
の
舌
な

り
。
口
を
動
か
さ
ず
舌
を
揺
か
さ
ざ
れ
ば
、
已
説
現
説
当
説
、
少
無
く
剰
無
し
）
と
あ
る
。

【
開
唇
】
口
を
開
け
る
。
同
じ
表
現
と
し
て
、
龍
湫
周
澤
の
「
瓶
紅
梅
」（
『
隨
得
集
』
）
に
、

「
無
語
笑
開
唇
」（
語
無
く
笑
ひ
て
唇
を
開
く
）
と
あ
る
。

【
豈
可
堪
】
ど
う
し
て
我
慢
で
き
よ
う
か
。
『
貞
観
政
要
』
「
論
誠
信
第
十
七
」
に
、
「
此
言

豈
可
堪
爲
教
令
」（
此
の
言

豈
に
教
令
と
為
す
に
堪
ふ
べ
け
ん
や
）
と
あ
る
。
因
み
に
義
堂

は
、
『
貞
観
政
要
』
を
足
利
氏
満
に
献
じ
（
『
日
工
集
』
応
安
五
年
二
月
十
日
条
）
、
そ
の
書

を
講
義
し
て
い
る
（
同
応
安
五
年
二
月
二
六
日
条
・
応
安
七
年
十
月
二
四
日
条
）。

【
好
在
】
元
気
で
暮
ら
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
あ
い
さ
つ
の
言
葉
。
杜
甫
の
「
送
蔡
希
魯
都

尉
還
隴
右
因
寄
高
三
十
五
書
記
」
（
『
集
千
家
注
批
点
杜
工
部
詩
集
』
巻
二
）
に
、
「
因
君
問

消
息
、
好
在
阮
元
瑜
」（
君
に
因
り
て
消
息
を
問
ふ
、
好
在
な
り
や

阮
元
瑜
）
と
あ
る
の
に

対
し
、
江
西
龍
派
は
『
杜
詩
続
翠
抄
』
に
お
い
て
、
「
以
阮
比
高
適
也
。
樵
隠
疏
、
如
好
在

―
―
。
然
在
字
、
否
字
意
也
。
問
之
辞
也
。
安
穏
ナ
リ
ヤ
意
也
」
と
抄
し
て
い
る
。
「
在
」

字
に
「
否
」
の
意
が
含
ま
れ
、
尋
ね
る
言
辞
と
な
っ
て
お
り
、
安
穏
か
ど
う
か
、
と
い
う
意

だ
と
解
し
て
い
る
。

【
玉
泉
】
こ
こ
で
は
玉
泉
周
皓
を
指
す
。

【
揮
玉
麈
】
「
揮
麈
」
は
、
麈
尾
で
作
っ
た
払
子
を
揮
う
こ
と
。
晋
人
が
清
談
す
る
時
、
常

ふ
る

に
麈
尾
を
取
っ
て
談
話
を
助
け
た
こ
と
か
ら
、
談
話
を
意
味
す
る
。
禅
林
で
は
導
師
が
談
話

し
て
弟
子
を
教
導
す
る
こ
と
を
言
う
。
「
玉
麈
」
は
、
美
し
い
払
子
。
玉
製
の
柄
の
つ
い
た

ほ
つ

す

払
子
。
「
麈
」
は
払
子
の
異
名
。
麈
は
鹿
の
中
で
主
と
な
る
大
鹿
の
こ
と
。
群
鹿
が
麈
に
従

い
、
麈
の
尾
の
動
き
を
見
て
行
く
と
こ
ろ
か
ら
、
導
師
の
持
つ
払
子
の
異
名
と
な
っ
た
。
浙

翁
如
琰
の
「
鄭
通
判
見
訪
有
作
因
次
韻
」（
『
新
撰
貞
和
集
』
中
「
尋
訪
」・
『
重
刊
貞
和
集
』

七
「
尋
訪
」
）
に
、「
麈
尾
不
揮
談
底
事
」（
麈
尾
揮
は
ざ
れ
ば
底
事
を
か
談
ぜ
ん
）
と
あ
る
。

な
に
ご
と

ま
た
、
天
境
霊
致
の
「
龍
湫
和
尚
住
南
禅
山
門
疏
」
（
『
無
規
矩
』
坤
）
に
、
「
玉
麈
一
揮
、

座
側
皆
逢
佛
世
」（
玉
麈
一
た
び
揮
へ
ば
、
座
側
皆
な
佛
世
に
逢
ふ
）
と
あ
る
。

【
春
風
春
雨
】
江
南
水
郷
の
春
の
景
色
は
絶
景
と
称
さ
れ
、
杜
牧
の
「
江
南
春
」（
『
三
体
詩
』

所
収
）
に
、
「
千
里
鶯
啼
緑
映
紅
、
水
村
山
郭
酒
旗
風
。
南
朝
四
百
八
十
寺
、
多
少
楼
台
煙

雨
中
」（
千
里

鶯
啼
き
て
緑
紅
に
映
ず
、
水
村

山
郭

酒
旗
の
風
。
南
朝
四
百
八
十
寺
、
多

少
の
楼
台

煙
雨
の
中
）
と
、
酒
旗
を
は
た
め
か
す
春
風
と
静
か
に
降
り
続
け
る
春
雨
が
詠

み
込
ま
れ
て
い
る
。

【
説
江
南
】
江
南
の
こ
と
を
語
る
。
「
江
南
」
は
、
中
国
の
長
江
以
南
の
地
域
を
指
す
。
当

時
、
日
本
の
禅
僧
は
渡
元
し
、
主
に
江
南
地
方
の
禅
林
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

江
南
地
方
の
禅
宗
に
隆
盛
を
も
た
ら
し
、
日
本
僧
に
も
そ
の
法
を
嗣
い
だ
者
が
多
く
い
る
中

峰
明
本
は
「
江
南
古
仏
」
と
呼
ば
れ
た
。
ま
た
、
春
の
景
色
が
美
し
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
韋

荘
の
「
菩
薩
蛮
」
（
『
花
間
集
』
）
に
は
、
「
人
人
盡
説
江
南
好
、
遊
人
只
合
江
南
老
」
（
人
人

尽
く
説
く

江
南
好
し
と
、
遊
人

只
だ
合
に
江
南
に
老
ゆ
べ
し
）
と
詠
ま
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

南
宋
時
代
末
期
か
ら
元
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
画
僧
・
玉
澗
は
、
瀟
湘
八
景
を
描
き
、
自
ら

が
賛
を
付
し
て
い
る
。
そ
の
八
景
詩
の
一
つ
で
あ
る
「
遠
浦
帆
帰
」
詩
に
は
、
「
残
照
未
収

漁
火
動
、
老
翁
閑
自
説
江
南
」（
残
照

未
だ
収
ま
ら
ざ
る
に
漁
火
動
く
、
老
翁
閑
自
に
江
南

し

づ

か
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を
説
く
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
抄
（
都
立
中
央
図
書
館
加
賀
文
庫
蔵
）
に
、
「
老
翁
―

ト
云
心
ハ
、
漁
火
ノ
下
ニ
、
老
翁
ノ
ア
ル
カ
、
サ
テ
モ
此
以
前
、
江
南
ア
タ
リ
ノ
面
白
カ
リ

タ
ル
コ
ト
ハ
、
忘
レ
カ
タ
キ
ヨ
ト
云
コ
ト
ヲ
、
云
尽
而
説
タ
テ
イ
ノ
ヤ
ウ
ナ
ゾ
。
又
ハ
老
翁

ハ
、
年
ヨ
リ
タ
ル
漁
人
ヲ
、
老
翁
ト
云
タ
カ
ゾ
。
其
ナ
レ
バ
、
此
漁
翁
ガ
、
火
ヲ
挙
テ
帰
ラ

ン
ト
ス
ル
カ
、
又
江
南
へ
ム
ケ
テ
、
舟
ヲ
推
出
シ
テ
、
江
南
ノ
辺
ニ
テ
、
魚
ヲ
ツ
ラ
ン
カ
、

此
マ
マ
帰
ン
カ
ト
、
吾
ト
独
云
タ
様
ナ
ル
画
ノ
テ
イ
也
。
自
ト
云
字
ヲ
以
見
レ
ハ
、
漁
人
ノ
、

江
南
へ
行
カ
ン
カ
、
行
マ
イ
カ
ト
、
独
自
云
ヤ
ウ
ニ
見
へ
タ
ゾ
。
此
画
ノ
模
様
ヲ
不
知
程
ニ
、

此
様
ノ
義
理
ヲ
、
ア
ケ
タ
ゾ
。
画
ニ
人
形
ガ
、
一
人
ナ
ラ
ハ
、
老
翁
卜
云
ハ
、
即
チ
漁
人
テ

ア
ラ
ウ
ゾ
。
又
二
人
ア
ラ
ハ
、
老
翁
ハ
漁
火
ヲ
挙
テ
、
動
ク
者
ノ
外
ゾ
。（
中
略
）
江
南
者
、

『
三
体
詩
』
杜
常
之
詩
ニ
ハ
、
増
注
ニ
「
江
南
ハ
指
二

蜀
江
之
南
一

」
云
云
。
又
『
三
体
詩
』

「
江
南
ノ
春
」
ト
云
題
ニ
テ
杜
牧
之
作
ノ
増
注
ニ
ハ
、「
指
二

揚
子
江
以
南
一

也
」。
江
南
ノ
景

ハ
、
詩
人
ガ
誉
タ
ゾ
。
春
秋
ハ
一
入
面
白
ゾ
。
去
程
ニ
、
「
千
里
鶯
啼
緑
映
紅
、
水
村
山
郭

酒
旗
風
、
南
朝
四
百
八
十
寺
、
多
少
楼
台
煙
雨
中
」
ト
作
タ
ソ
」
と
あ
り
、
別
の
抄
（
臼
杵

市
教
育
委
員
会
蔵
）
に
「
マ
コ
ト
ニ
ア
リ
ア
リ
ト
シ
タ
、
面
白
キ
、
景
気
ソ
。
サ
テ
釣
ノ
翁

ト
モ
ガ
、
江
南
ノ
事
ヲ
話
リ
テ
居
ソ
。
江
南
ハ
、
梅
ノ
名
処
、
酒
ノ
名
処
、
春
ノ
時
分
ハ
、

面
白
キ
処
ソ
」
と
あ
り
、
江
南
の
地
が
名
所
・
絶
景
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
日
本
僧
が
憧

憬
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

余
滴

前
半
で
は
義
堂
が
寒
さ
の
あ
ま
り
、
話
す
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
を
嘆
い
て

い
る
の
に
対
し
、
後
半
で
は
兄
弟
子
の
玉
泉
が
健
在
で
、
中
国
（
元
）
で
の
経
験
を
談
じ
て

い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
義
堂
は
、
渡
元
し
て
江
南
の
地
で
活
躍
し
た
い
夢
を

持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
堪
え
う
る
身
体
で
な
か
っ
た
た
め
、
志
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
（
『
日
工
集
』
康
永
元
年
の
条
）。
渡
元
を
果
た
し
、
無
事
に
帰
国
し
た
玉
泉
を
喜
ぶ

と
同
時
に
、彼
地
で
得
た
知
見
を
自
ら
も
聞
き
た
い
気
持
ち
が
存
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

黃
梅
西
軒
即
事

黄

梅
西
軒
の
即
事

く
わ
う
ば
い
せ
い
け
ん

そ
く

じ

13爲
愛
西
山
宜
晩
對

西
山
の
宜
し
く
晩
に
対
す
べ
き
を
愛
す
る
が
為
に

せ
い
ざ
ん

よ
ろ

く
れ

た
い

あ
い

た
め

開
窓
毎
坐
向
西
簷
①

窓
を
開
き
て
毎
に
坐
し
て
西
簷
に
向
か
ふ

ま
ど

ひ
ら

つ
ね

ざ

せ
い
え
む

む

山
奴
不
解
愛
山
意

山
奴

山
を
愛
す
る
意
を
解
せ
ず

さ
ん

ぬ

や
ま

あ
い

い

か
い

未
到
黃
昏
下
却
簾

未
だ

黄

昏
に
到
ら
ざ
る
に

簾

を
下

却

す

い
ま

く
わ
う
こ
ん

い
た

す
だ
れ

か

き
や
く

＊
韻
字
は
、
下
平
声
一
四
塩
「
簷
・
簾
」

①
「
坐
」
字
、
全
集
本
作
「
座
」。

題
意

黄
梅
院
の
西
の
軒
端
に
お
け
る
出
来
事
。
「
黄
梅
」
は
黄
梅
院
の
こ
と
。
夢
窓
疎
石

の
塔
所
で
あ
り
、
円
覚
寺
の
境
内
の
奥
に
立
地
す
る
。
山
号
は
伝
衣
山
。
夢
窓
疎
石
は
、
観

応
二
年
（
一
三
五
一
）
に
死
去
し
、
臨
川
寺
に
葬
ら
れ
た
が
、
文
和
三
年
（
一
三
五
四
）
に

は
円
覚
寺
内
に
塔
所
と
し
て
黄
梅
院
が
造
ら
れ
た
。
院
の
名
は
、
五
祖
弘
忍(

六
八
八
―
七

六
一)

が
住
し
て
い
た
湖
北
省
黄
梅
山
か
ら
採
る
。『
扶
桑
五
山
記
』
四
・
円
覚
寺
諸
塔
の
嵯

峨
派
に
、
「
黄
梅
院
」
項
が
あ
り
、
「
夢
窓
国
師
、
卵
塔
曰
香
厳
、
書
院
曰
一
枝
」
（
夢
窓
国

師
、
卵
塔
を
香
厳
と
曰
ひ
、
書
院
を
一
枝
と
曰
ふ
）
と
あ
る
。「
西
軒
」
は
、
西
側
の
軒
端
。

「
即
事
」
は
、
事
に
触
れ
て
、
そ
の
場
の
こ
と
を
題
材
と
し
て
詩
を
作
る
こ
と
、
そ
の
場
の

出
来
事
、
の
意
。

現
代
語
訳

西
の
山
は
夕
暮
れ
時
に
向
き
合
う
の
が
よ
い
と
い
う
こ
と
を
好
ん
で
い
る
の

で
、
い
つ
も
窓
を
開
け
て
西
の
簷
に
向
か
っ
て
座
禅
す
る
。
使
い
の
者
は
私
が
西
の
山
を
愛

し
て
い
る
の
を
理
解
せ
ず
、
ま
だ
夕
方
に
な
っ
て
い
な
い
の
に
簾
を
降
ろ
し
て
し
ま
っ
た
。

語
釈

【
爲
愛
】
好
ん
で
い
る
た
め
に
。
「
愛
」
は
、
好
む
、
愛
で
る
。
同
様
の
用
法
と
し
て
、
無

め

学
祖
元
の
「
題
屏
風
海
圖
」（
『
新
撰
貞
和
集
』
下
「
図
画
」・
『
重
刊
貞
和
集
』
九
「
図
画
」
）

に
、「
爲
愛
扶
桑
水
國
清
、
烟
霞
爲
屋
水
為
城
」（
扶
桑
水
国
の
清
き
こ
と
を
愛
す
る
が
為
に
、

烟
霞
は
屋
と
為
り

水
は
城
と
為
る
）
と
あ
る
。
義
堂
自
身
も
七
律

「
和
韻
常
在
光
和
尚
」

533
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に
、「
爲
愛
林
亭
延
美
景
、
不
嫌
野
饍
欠
兼
珍
」（
林
亭
の
美
景
を
延
ば
す
こ
と
を
愛
す
る
が

為
に
、
野
饍
の
兼
珍
を
欠
く
る
こ
と
を
嫌
は
ず
）
と
あ
る
。

【
西
山
宜
晩
對
】
西
に
聳
え
る
山
は
夕
暮
れ
時
に
向
き
合
う
の
が
良
い
。
「
宜
」
は
、
よ
ろ

シ
ク
～
ベ
し
、
と
読
み
、
～
す
る
の
が
良
い
。
杜
甫
「
白
帝
城
楼
」（
『
集
千
家
注
批
点
杜
工

部
詩
集
』
巻
一
八
）
に
「
翠
屏
宜
晩
對
、
白
谷
會
深
遊
」（
翠
屏

宜
し
く
晩
に
対
す
べ
く
、

白
谷

会
ず
深
く
遊
ば
ん
）
と
あ
る
。
義
堂
が
夕
暮
れ
時
に
山
を
眺
め
る
の
を
好
む
根
底
に

は
、
陶
淵
明
が
「
飲
酒
二
十
首
其
五
」（
『
文
選
』
巻
三
〇
「
雑
詩
」）
に
、「
山
気
日
夕
佳
、

飛
鳥
相
与
還
」（
山
気

日
夕
佳
く
、
飛
鳥

相
与
に
還
る
）
と
詠
う
意
が
存
す
る
か
。

【
開
窓
】
窓
を
開
け
る
。
同
様
の
表
現
と
し
て
、
七
律

「
和
三
首
奉
答
東
谷
禪
師
其
三
」

363

に
お
い
て
も
、
「
舊
隱
風
烟
憶
錦
屏
、
開
窓
面
面
海
山
青
」
（
旧
隠
の
風
烟

錦
屏
を
憶
ひ
、

窓
を
開
く
れ
ば
面
面
海
山
青
し
）
と
、
窓
を
開
け
て
景
色
を
眺
め
る
場
面
を
詠
じ
て
い
る
。

【
毎
座
】
い
つ
も
座
禅
す
る
。
『
日
工
集
』
応
安
元
年
（
未
確
定
）
五
月
八
日
の
条
に
、
東

の
正
続
庵
の
長
老(

大
喜
法
忻)

に
和
し
、
大
喜
を
称
し
て
「
夜
榻
焚
香
毎
坐
禅
」
（
夜
榻
に

香
を
焚
き
毎
に
坐
禅
す
）
と
記
し
て
い
る
。
時
代
は
降
る
が
、
本
詩
承
句
の
一
連
の
動
作
と

同
様
の
行
為
を
、
景
徐
周
麟
が
「
畫
軸
」
（
『
翰
林
葫
蘆
集
』
巻
三
）
で
、
「
雪
擁
千
山
無
四

隣
、
開
窓
獨
坐
向
清
晨
」
（
雪
千
山
を
擁
し
て
四
隣
無
く
、
窓
を
開
け
て
独
り
坐
し
清
晨
に

向
か
ふ
）
と
詠
ん
で
い
る
。

【
西
簷
】
西
の
ひ
さ
し
。
白
居
易
の
「
病
假
中
南
亭
閒
望
」（
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
五
）
に
、

「
西
簷
竹
梢
上
、
坐
見
太
白
山
」
（
西
簷

竹
梢
の
上
、
坐
し
て
見
る

太
白
山
）
と
あ
る
。

【
山
奴
】
寺
院
に
住
む
使
い
の
者
。
「
山
」
は
寺
院
を
意
味
す
る
。
義
堂
の
七
絶

「
春
雪

23

口
占
戯
隣
庵
僧
」
に
も
「
急
喚
山
奴
緊
著
門
」
（
急
ぎ
山
奴
を
喚
び
て
門
を
緊
著
す
）
と
あ

る
。

【
不
解
】
分
か
ら
な
い
、
知
ら
な
い
。
同
様
の
表
現
と
し
て
、
七
絶

「
扇
面
雪
江
獨
釣
」

582

に
も
「
漁
翁
不
解
催
詩
思
、
只
愛
江
魚
上
釣
絲
」
（
漁
翁
は
詩
思
を
催
す
こ
と
を
解
せ
ず
、

只
だ
愛
す

江
魚
の
釣
絲
に
上
る
こ
と
を
）
と
あ
る
。

【
愛
山
意
】
山
を
愛
す
る
思
い
。
袁
幼
之
の
「
遊
双
林
寺
」
（
『
中
華
若
木
詩
』
・
『
続
錦
繍

段
』
所
収
）
に
、「
林
間
聴
得
僧
相
語
、
未
有
詩
人
不
愛
山
」（
林
間

聴
き
得
た
り

僧
の
相

語
る
に
、
未
だ
詩
人
の
山
を
愛
せ
ざ
る
こ
と
有
ら
ず
と
）
と
あ
る
よ
う
に
、
山
を
愛
す
る
行

為
は
詩
人
に
と
っ
て
当
然
と
言
え
よ
う
。

【
未
到
黄
昏
】
ま
だ
夕
暮
れ
時
に
な
ら
な
い
う
ち
に
。
無
学
祖
元
（
子
元
）
の
「
章
竺
郷
」

（
『
新
撰
貞
和
集
』
中
「
送
行
」
）
に
、
「
山
深
自
是
多
狼
虎
、
未
到
黄
昏
著
閉
門
」
（
山
は

深
く
自
是
よ
り
狼
虎
多
け
れ
ば
、
未
だ
黄
昏
に
到
ら
ず
し
て
門
を
著
閉
す
）
と
あ
る
。

も

と

【
下
却
簾
】
簾
を
下
ろ
し
て
し
ま
っ
た
。「
下
簾
」
は
、
簾
を
下
ろ
す
こ
と
。「
却
」
は
動
詞

の
後
に
つ
い
て
意
味
を
強
め
る
。
楊
万
里
の
「
泊
舟
臨
平
」（
『
誠
斎
集
』
巻
二
九
）
に
、「
前

窓
向
市
下
却
簾
、
後
窓
臨
水
開
却
門
」（
前
窓

市
に
向
か
へ
ば

簾
を
下
却
し
、
後
窓

水
に

臨
め
ば

門
を
開
却
す
）
と
あ
る
。

余
滴

こ
の
詩
は
、
前
半
句
に
西
山
を
愛
で
る
義
堂
自
身
の
行
為
が
描
か
れ
て
お
り
、
後
半

句
に
義
堂
の
思
い
に
気
付
か
な
い
使
い
の
者
の
行
為
が
描
か
れ
て
い
る
。
も
う
す
ぐ
夕
暮
れ

時
が
近
づ
き
、
座
禅
を
し
な
が
ら
西
山
を
眺
め
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
西
日

が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
気
遣
っ
た
使
い
の
者
が
、
簾
を
下
ろ
し
て
し
ま
い
、
西
山
が
見
え
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
義
堂
の
気
持
ち
は
い
か
が
な
も
の
か
。
腹
を
立
て
る
こ
と
な
く
、
詩

を
し
た
た
め
た
と
こ
ろ
に
、
義
堂
の
優
し
さ
・
ユ
ー
モ
ア
が
垣
間
見
え
る
。

黃
梅
塔
下
分
歳

黄

梅
塔
下
の
分
歳

く
わ
う
ば
い
た
ふ

か

ぶ
ん
す
い

14東
隣
西
舍
闘
豪
奢

東
隣

西
舎

豪
奢
を

闘

は
し
む

と
う
り
ん

せ
い
し
や

が
う
し
や

た
た
か

冷
淡
那
知
別
一
家

冷
淡

那
ぞ
知
ら
ん

別
に
一
家
な
る
こ
と
を

れ
い
た
ん

な
ん

し

べ
つ

い
つ

か

兄
弟
不
嫌
風
味
少

兄
弟

風
味
の
少
な
き
を
嫌
は
ず

け
い
て
い

ふ
う

み

す
く

き
ら

夜
深
和
雪
嚼
梅
花

夜
深
く
し
て
雪
に
和
し
て
梅
花
を
嚼
む

よ
る
ふ
か

ゆ
き

わ

ば
い
く
わ

か

＊
韻
字
は
、
下
平
声
六
麻
「
奢
・
家
・
花
」

『空華集』訳注
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題
意

黄
梅
院
・
夢
窓
疎
石
の
塔
墓
に
お
け
る
除
夜
で
の
出
来
事
。
「
黄
梅
塔
」
は
、
夢
窓

疎
石
の
塔
所
、
す
な
わ
ち
黄
梅
院
を
指
す
。
「
分
歳
」
は
、
禅
林
で
除
夜
の
こ
と
を
い
う
。

旧
年
と
新
年
と
に
年
が
分
か
れ
る
と
き
、
の
意
。
年
越
し
の
夜
に
集
ま
っ
て
宴
を
開
く
風
習

が
あ
っ
た
。『
空
華
集
』
で
は
、
七
絶

「
壬
寅
除
夕
謝
錦
屏
通
叟
分
歳
」・
七
絶

「
和
物

108

784

先
分
歳
韻
」
・
五
律

「
壬
寅
分
歳
」
・
七
律

「
癸
卯
分
歳
自
和
前
韻
」
に
お
い
て
、
「
分

060

319

歳
」
が
詩
題
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

現
代
語
訳

東
隣
に
住
む
連
中
と
西
の
家
に
住
む
連
中
と
が
贅
沢
ぶ
り
を
競
い
合
っ
て
い

る
。
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
こ
と
を
良
し
と
す
る
こ
と
が
、
他
の
考
え
と
し
て
存
在
す
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
我
々
兄
弟
は
上
品
で
美
味
し
い
も
の
が
少
な
い
こ
と
を
嫌
う

よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
年
越
し
の
夜
も
更
け
、
私
は
雪
が
降
る
の
に
合
わ
せ
て
梅
の
花
を
嚼

む
次
第
で
あ
る
。

語
釈

【
東
隣
西
舍
】
東
の
隣
や
西
の
家
。『
易
経
』
下
経
「
既
済
」
に
、「
東
隣
殺
牛
、
不
如
西
隣

之
禴
祭
、
実
受
其
福
」
（
東
隣
の
牛
を
殺
す
は
、
西
隣
の
禴
祭
な
れ
ど
も
実
あ
り
て
其
の
福

や
く
さ
い

を
受
く
る
に
は
如
か
ず
）
と
あ
り
、
東
の
家
と
西
の
家
を
比
較
し
、
東
の
家
で
は
牛
を
犠
牲

に
供
し
て
盛
大
な
祭
り
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
西
の
家
で
は
つ
つ
ま
し
い
が
心
の
こ
も
っ

た
祭
り
を
し
て
お
り
、
西
の
家
の
ほ
う
が
神
の
心
に
か
な
っ
て
福
を
受
け
る
と
い
う
。
柏
舟

宗
趙
講
の
古
活
字
版
『
周
易
抄
』
に
は
、「
九
五
―
、
九
五
テ
既
済
ノ
道
カ
ナ
リ
ス
マ
イ
テ
、

敵
モ
ナ
シ
。
弓
矢
ヲ
ト
ラ
ウ
テ
モ
ナ
イ
ソ
。
カ
カ
ル
時
ニ
ハ
宗
廟
ヲ
祭
ソ
。
先
祖
ヲ
祭
テ
福

ヲ
受
ケ
ウ
ソ
。
東
隣
西
隣
ハ
、
正
義
ニ
モ
註
ニ
モ
ミ
ヘ
ヌ
ソ
。
東
隣
ハ
殷
ノ
紂
カ
東
ニ
イ
テ
、

牛
ヲ
殺
シ
テ
、
コ
ト
ナ
ウ
祭
ラ
ウ
ヨ
リ
、
文
王
ノ
西
隣
ニ
イ
テ
、
イ
ク
ラ
モ
倹
素
テ
大
根
一

本
デ
祭
ラ
ル
ル
様
ナ
ハ
マ
シ
ソ
。
イ
ク
ラ
モ
倹
約
ニ
祭
ラ
ル
ル
ソ
。
ナ
ニ
モ
天
ハ
徳
ヲ
コ
ソ

ウ
ク
レ
ソ
。
文
王
ハ
明
徳
テ
祭
ル
ソ
。
紂
ハ
徳
カ
ナ
イ
ソ
。
コ
レ
ハ
文
王
ト
殷
紂
チ
ヤ
ト
ハ
、

後
生
ノ
儒
者
カ
ラ
カ
ウ
ミ
タ
ソ
。
禴
ト
ハ
薄
禴
ト
テ
、
ウ
ス
イ
祭
ソ
。
倹
約
ニ
ソ
ツ
ト
祭
ル

ソ
」
と
あ
る
。
虚
飾
よ
り
も
誠
実
が
尊
い
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、
義
堂
の
考
え
に
通
じ
る
。

貫
休
の
「
春
晩
書
山
家
屋
壁
二
首
」
（
『
禅
月
集
』
巻
二
）
に
、
「
前
村
後
壟
桑
柘
深
、
東
隣

西
舍
無
相
侵
」（
前
村

後
壟

桑
柘
深
く
、
東
隣

西
舍

相
侵
す
こ
と
無
し
）
と
あ
る
。

【
闘
豪
奢
】
贅
沢
さ
を
競
う
。「
豪
奢
」
は
、
非
常
に
贅
沢
な
こ
と
。
羅
鄴
の
「
牡
丹
」（
『
三

ぜ
い
た
く

体
詩
』
）
に
、
「
落
盡
春
紅
始
見
花
、
花
時
比
屋
事
豪
奢
」
（
春
紅
を
落
ち
尽
く
し
て
始
め
て

花
を
見
る
、
花
の
時

比
屋

豪
奢
を
事
に
す
）
と
あ
る
。『
三
体
詩
素
隠
抄
』
に
は
、「
詩
ノ

意
ハ
、
春
三
月
ノ
花
ド
モ
ガ
、
皆
落
チ
尽
シ
テ
後
、
四
月
ノ
初
メ
ノ
時
分
ニ
、
コ
ノ
花
ヲ
見

タ
ゾ
。
サ
テ
、
コ
ノ
花
ノ
時
節
ニ
ハ
、
京
都
ノ
人
ハ
、
貴
ト
ナ
ク
賤
ト
ナ
ク
、
ソ
レ
ゾ
レ
ノ

家
ニ
テ
、
花
見
ノ
會
ヲ
ナ
シ
テ
、
豪
放
奢
侈
ナ
ル
體
ヲ
ナ
ス
ゾ
」
と
あ
る
。

【
冷
淡
】
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
。
起
句
の
豪
奢
に
反
す
る
意
に
な
る
。
龍
岩
真
の
「
廬
山
閑

居
十
首
其
七
」
（
『
新
撰
貞
和
集
』
中
「
閑
居
」
・
『
重
刊
貞
和
集
』
七
「
山
居
」
）
に
、
「
清

虚
冷
淡
道
人
家
、
尋
傍
山
林
度
歳
華
」
（
清
虚

冷
淡

道
人
の
家
、
尋
ね
て
山
林
に
傍
ひ
て

歳
華
を
度
る
）
と
あ
る
。

【
那
知
】
ど
う
し
て
理
解
で
き
よ
う
か
。
「
那
」
は
、
な
ん
ゾ
、
と
読
み
、
反
語
の
助
字
。

【
別
一
家
】
他
の
考
え
を
持
つ
派
。
司
馬
遷
は
「
太
史
公
自
序
」（
『
史
記
』
第
七
十
）
に
お

い
て
、「
序
略
、
以
拾
遺
補
蓺
、
成
一
家
之
言
」（
序
略
し
て
、
以
て
遺
を
拾
ひ
蓺
を
補
ひ
、

一
家
の
言
を
成
す
）
と
い
う
。

【
兄
弟
】
禅
林
に
お
け
る
諸
僧
を
指
す
。
義
堂
は
、
『
日
工
集
』
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）

十
月
三
日
条
に
、「
是
日
、
余
在
石
屏
。
義
田
・
東
谷
諸
公
来
話
。
話
及
叢
林
之
弊
。
余
曰
、

今
時
兄
弟
不
依
老
宿
。
是
以
往
々
失
節
、
不
成
器
者
有
之
。
可
慎
矣
」
（
是
の
日
、
余
石
屏

に
在
り
。
義
田
・
東
谷
諸
公
来
り
話
す
。
話
叢
林
の
弊
に
及
ぶ
。
余
曰
は
く
、
今
時
の
兄
弟

老
宿
に
依
ら
ず
。
是
を
以
て
往
々
節
を
失
ひ
、
器
を
成
さ
ざ
る
者
之
有
り
。
慎
し
む
べ
し
）

と
述
べ
、
叢
林
の
諸
僧
が
師
の
戒
め
に
従
わ
ず
、
節
度
が
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
る
。

【
風
味
】
上
品
な
香
り
や
味
わ
い
。
義
堂
は
、
七
絶

「
山
茶
花
二
首
其
一
」
で
「
莫
嫌
冷

321

淡
無
風
味
、
辛
苦
開
花
自
雪
中
」
（
冷
淡
に
し
て
風
味
無
き
こ
と
を
嫌
ふ
莫
か
れ
、
辛
苦
し
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て
花
を
開
く
こ
と
雪
中
よ
り
す
）
と
、
花
の
上
品
な
香
り
に
つ
い
て
詠
じ
、
七
律

「
癸
卯

319

分
歳
自
和
前
韻
」
で
「
淡
薄
雖
云
風
味
好
、
僮
奴
未
必
到
頭
甘
」（
淡
薄

風
味
好
し
と
云
う

と
雖
も
、
僮
奴

未
だ
必
ず
し
も
到
頭
甘
し
と
せ
ず
）
と
、
分
歳
に
食
べ
る
蜜
柑
の
上
品
な

味
わ
い
に
つ
い
て
詠
じ
る
。

【
夜
深
】
夜
が
更
け
る
。

【
和
雪
嚼
梅
花
】
雪
と
一
緒
に
梅
の
花
を
嚼
む
。『
佩
文
韻
府
』
韻
府
拾
遺
卷
十
の
「
嚼
梅
」

に
、｢

花
史
、
鐵
脚
道
人
、
常
愛
赤
脚
走
雪
中
、
興
發
則
朗
誦
南
華
秋
水
篇
、
嚼
梅
花
滿
口
、

和
雪
嚥
之
曰
、
吾
欲
寒
香
沁
入
肺
腑｣
（
『
花
史
』
に
、
鐵
脚
道
人
、
常
に
赤
脚
に
て
雪
中
を

走
る
を
愛
し
、
興
発
す
れ
ば
則
ち
南
華
秋
水
篇
を
朗
誦
し
、
梅
花
を
嚼
み
て
口
に
満
た
し
、

雪
に
和
し
て
之
を
嚥
し
て
曰
ふ
、
吾
寒
香
の
肺
腑
に
沁
み
入
ら
ん
と
欲
す
、
と
）
と
あ
り
、

義
堂
は
、
鉄
脚
道
人
が
梅
の
花
を
嚼
ん
で
雪
と
一
緒
に
食
べ
た
逸
話
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
『
花
史
』
を
読
ん
だ
可
能
性
も
存
す
る
。
本
詩
以
外
に
も
、
七
絶

「
人
日
雪
中
謝

189

悟
峯
居
士
至
」
に
、「
不
厭
菜
羹
淡
無
味
、
更
教
和
雪
嚼
梅
花
」（
菜
羹
の
淡
く
し
て
味
無
き

を
厭
は
ず
、
更
に
雪
に
和
し
て
梅
花
を
嚼
ま
し
め
よ
）
と
詠
じ
て
い
る
。

余
滴

「
分
歳
」
は
、
除
夜
を
意
味
し
、
俗
世
に
お
い
て
、
年
中
の
労
を
忘
れ
、
息
災
を
祝

し
合
う
た
め
、
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
が
食
事
を
し
て
宴
会
す
る
風
習
が
あ
る
。
叢
林
に
あ

っ
て
は
質
素
枯
淡
が
求
め
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
世
俗
の
影
響
を
受
け
、
今
や
近
隣
同
士

で
そ
の
盛
大
さ
を
競
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
叢
林
の
俗
化
を
嘆
く
義
堂
の
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
詩
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
限
ら
ず
、
義
堂
は
常
に
叢
林
の
将
来
を
考
え
、
そ
の
あ
り
方

に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
。

送
恢
上
人
爲
黃
梅
幹
事
西
謁
幕
府

恢

上

人
の

黄

梅
の
幹
事
と
為
り
て
西
の
か

く
わ
い
し
や
う
に
ん

く
わ
う
ば
い

か
ん

じ

な

に
し

15

た
幕
府
に
謁
す
る
を
送
る

ば
く

ふ

え
つ

お
く

四
月
靑
梅
半
帶
酸

四

月

青
梅

半
ば
酸
を
帯
ぶ

し

ぐ
わ
つ

せ
い
ば
い

な
か

す

お

霏
霏
細
雨
又
黃
昏

霏
霏
た
る
細
雨

又

黄

昏

ひ

ひ

さ
い

う

ま
た
く
わ
う
こ
ん

憑
君
爲
報
將
軍
道

君
に
憑
り
て
為
に

将

軍
に
報
じ
て
道
ふ

き
み

よ

た
め

し
や
う
ぐ
ん

は
う

い

止
渇
先
須
護
本
根

渇
き
を
止
む
る
こ
と
は
先
づ

須

く
本
根
を
護
す
べ
し
と

か
わ

と

ま

す
べ
か
ら

ほ
ん
こ
ん

ご

＊
韻
字
は
、
上
平
声
一
四
寒
「
酸
」。
上
平
声
一
三
元
「
昏
・
根
」。
元
韻
と
寒
韻
は
通
韻
。

題
意

恢
上
人
が
黄
梅
院
の
世
話
役
と
な
っ
て
西
の
幕
府
に
面
会
す
る
の
を
見
送
る
。
「
恢

上
人
」
に
つ
い
て
は
、
七
絶

～

に
「
白
雲
不
聞
師
有
偈
、
贈
恢
侍
者
歸
京
、
次
韻
兼
簡

136

138

西
雲
東
陵
東
山
別
源
二
大
老
云
三
首
」
（
白
雲
の
不
聞
師
偈
有
り
、
恢
侍
者
が
京
に
帰
る
を

贈
り
、
韻
を
次
で
兼
ね
て
西
雲
の
東
陵
・
東
山
の
別
源
の
二
大
老
に
簡
す
と
云
ふ
三
首
）
と

あ
る
「
恢
侍
者
」
と
同
一
人
物
か
。
円
覚
寺
白
雲
庵
の
不
聞
契
聞
が
詠
ん
だ
偈
頌
が
あ
り
、

恢
侍
者
が
京
都
に
帰
る
の
に
詩
を
贈
り
、
さ
ら
に
韻
を
和
し
て
南
禅
寺
西
雲
庵
の
東
陵
永
璵

と
建
仁
寺
の
別
源
圓
旨
に
も
手
紙
を
言
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
に
帰
っ
た
恢
侍
者
は
、

南
禅
寺
大
雲
庵
に
寓
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
雑
著

「
書
宜
晩
軒
」
に
、「
大
雲
恢
上
人
、

003

寄
紙
求
余
命
其
所
居
之
軒
」
（
大
雲
の
恢
上
人
、
紙
を
寄
せ
て
求
余
に
其
の
居
す
る
所
の
軒

に
命
ず
る
こ
と
を
求
む
）
と
あ
る
。
黄
梅
院
の
世
話
役
（
幹
事
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
義
堂
の
恢
上
人
に
対
す
る
信
頼
は
篤
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

現
代
語
訳

四
月
、ま
だ
熟
さ
な
い
青
く
て
堅
い
梅
の
実
は
か
な
り
酸
っ
ぱ
い
状
態
で
あ
り
、

夕
暮
れ
時
に
な
る
と
、
細
や
か
な
雨
が
し
き
り
に
降
っ
て
く
る
。
世
話
役
の
あ
な
た
を
頼
っ

て
、
幕
府
の
将
軍
に
伝
え
言
う
こ
と
は
、
喉
の
渇
き
を
止
め
る
に
は
、
ま
ず
そ
の
根
本
の
欲

求
を
大
切
に
考
え
た
方
が
良
い
で
す
よ
、
と
い
う
こ
と
だ
。
（
い
ま
青
梅
を
聞
い
て
喉
の
渇

き
が
癒
え
た
で
し
ょ
う
）

語
釈

【
青
梅
】
ま
だ
よ
く
熟
さ
な
い
、
青
く
て
硬
い
梅
の
実
。
龍
泉
令
淬
の
「
豆
子
」（
『
松
山
集
』
）

に
は
、「
樹
上
青
梅
未
帶
酸
」（
樹
上
の
青
梅

未
だ
酸
を
帯
び
ず
）
と
あ
る
。

【
半
帶
酸
】
か
な
り
酸
っ
ぱ
い
状
態
で
あ
る
。
蘇
軾
の
「
贈
惠
山
僧
惠
表
」（
『
王
状
元
集
注

『空華集』訳注
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分
類
東
坡
先
生
詩
』
巻
一
五
）
に
「
客
來
茶
罷
空
無
有
、
廬
橘
楊
梅
尚
帶
酸
」
（
客
来
り
て

茶
罷
り

空
し
く
有
無
し
、
廬
橘

楊
梅

尚
ほ
酸
を
帯
ぶ
）
と
あ
り
、『
四
河
入
海
』
に
引
か

れ
る
江
西
龍
派
の
抄
に
、「
後
講
云
、
盧
橘
楊
梅
ハ
、
マ
ダ
ス
ウ
テ
不
食
、
夏
初
ナ
レ
ハ
也
」

と
あ
る
。
陸
游
の
「
梅
花
」
（
『
剣
南
詩
藁
』
巻
四
）
に
も
、
「
結
子
青
青
亦
帯
酸
」
（
結
子

青
青
と
し
て
亦
た
酸
を
帯
ぶ
）
と
あ
る
。

【
霏
霏
】
雨
が
甚
だ
し
く
降
る
さ
ま
。『
詩
経
』
小
雅
「
采
薇
」
に
、「
昔
我
往
矣
、
楊
柳
依

依
。
今
我
來
思
、
雨
雪
霏
霏
」
（
昔
我
往
き
し
と
き
、
楊
柳
依
依
た
り
。
今
我
来
る
、
雨
雪

霏
霏
た
り
）
と
あ
り
、
清
原
宣
賢
講
述
の
『
毛
詩
抄
』
に
は
、
「
昔
出
陣
シ
タ
薇
ノ
時
分
チ

ヤ
程
ニ
、
楊
柳
カ
依
々
然
ト
ア
ツ
タ
カ
、
帰
陣
ノ
ト
キ
ハ
、
ミ
ソ
レ
ノ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
カ
フ
ル

ヨ
。
霏
霏
然
ト
ア
ル
ソ
」
と
抄
さ
れ
て
い
る
。

【
細
雨
】
細
や
か
な
雨
。
杜
甫
の
「
梅
雨
」（
『
集
千
家
注
批
点
杜
工
部
詩
集
』
巻
七
）
に
「
南

京
犀
浦
道
、
四
月
熟
黃
梅
。
湛
湛
長
江
去
、
冥
冥
細
雨
來
」（
南
京

犀
浦
の
道
、
四
月

黄
梅

◯

◯

熟
す
。
湛
湛
と
し
て
長
江
去
り
、
冥
冥
と
し
て
細
雨
来
る
）
と
あ
る
。
黄
梅
院
に
降
る
雨
か

ら
杜
詩
が
想
起
さ
れ
た
か
。

【
憑
君
】
あ
な
た
に
頼
る
、
あ
な
た
に
頼
む
。
同
様
の
表
現
と
し
て
、
蘇
軾
「
贈
虔
州
術
士

謝
晉
臣
」
（
『
王
状
元
集
注
分
類
東
坡
先
生
詩
』
巻
二
四
）
に
、
「
憑
君
爲
算
行
年
看
、
便
數

生
時
到
死
時
」
（
君
に
憑
り
て
為
に
行
年
を
算
し
て
看
よ
、
便
ち
生
時
を
数
へ
て
死
時
に
到

る
）
と
あ
る
。

【
爲
報
】
私
の
た
め
に
伝
え
る
。
杜
甫
「
得
房
公
池
鵝
」（
『
集
千
家
注
批
点
杜
工
部
詩
集
』

巻
九
）
に
、
「
鳳
凰
池
上
應
回
首
、
為
報
籠
隨
王
右
軍
」
（
鳳
凰
池
上

応
に
首
を
回
ら
す
べ

し
、
為
に
報
ぜ
よ

籠
は
王
右
軍
に
随
へ
り
と
）
と
あ
る
。

【
道
】
い
う
、
の
べ
る
。
同
様
の
表
現
と
し
て
、
七
律

「
次
韻
贈
信
侍
者
東
歸
兼
簡
諸
道

535

友
」
に
、「
爲
報
家
中
兄
弟
道
、
歸
期
擬
及
早
凉
初
」（
為
に
家
中
の
兄
弟
に
報
じ
て
道
ふ
、

帰
期

早
凉
の
初
に
及
ば
ん
と
擬
す
）
と
あ
る
。

【
止
渇
先
須
護
本
根
】
渇
き
を
止
め
る
に
は
、
ま
ず
そ
の
根
源
を
大
事
に
し
た
方
が
良
い
。

「
須
」
は
、
す
べ
か
ラ
ク
～
べ
シ
、
と
読
み
、
ぜ
ひ
～
す
る
必
要
が
あ
る
、
の
意
。
「
護
」

は
、
護
る
、
大
切
に
す
る
。「
本
根
」
は
、
お
お
も
と
、
根
本
、
本
源
。
義
堂
は
、『
世
説
新

ま
も

語
』
仮
譎
に
、
「
魏
武
行
役
失
汲
道
、
三
軍
皆
渇
。
乃
令
曰
、
前
有
大
梅
林
。
饒
子
甘
酸
、

可
以
解
渇
。
士
卒
聞
之
、
口
皆
出
水
。
乗
此
得
及
前
源
」（
魏
武

行
役
し
て
汲
道
を
失
ひ
、

三
軍

皆
な
渇
す
。
乃
ち
令
し
て
曰
は
く
、
前
に
大
い
な
る
梅
林
有
り
。
子
饒
く
し
て
甘
酸

お
ほ

な
り
。
以
て
渇
を
解
く
べ
し
、
と
。
士
卒

之
を
聞
き
、
口

皆
な
水
を
出
す
。
此
に
乗
じ
て

前
源
に
及
ぶ
こ
と
を
得
た
り
）
と
あ
り
、
魏
の
曹
操
が
行
軍
し
て
い
た
際
に
、
水
の
あ
り
場

が
分
か
ら
な
く
な
り
、
皆
の
ど
が
渇
い
た
た
め
、
前
方
に
大
き
な
梅
林
が
あ
る
こ
と
を
号
令

し
た
と
こ
ろ
、
兵
士
は
口
の
中
に
つ
ば
を
生
じ
、
困
難
か
ら
脱
出
で
き
た
故
事
を
意
識
す
る
。

喉
の
渇
き
を
癒
や
す
た
め
に
は
、
水
が
飲
み
た
い
と
い
う
欲
求
を
大
事
に
し
た
方
が
良
い
の

で
あ
っ
て
、
困
っ
た
こ
と
（
喉
の
渇
き
）
に
対
し
て
は
、
そ
の
困
っ
た
こ
と
を
脱
し
た
い
欲

求
（
本
根
）
こ
そ
を
大
切
に
考
え
た
方
が
良
い
と
幕
府
に
伝
え
て
い
る
。
義
堂
と
幕
府
と
の

間
に
は
、
困
っ
た
問
題
が
共
通
の
認
識
と
し
て
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体

的
な
問
題
は
不
明
で
あ
る
。

余
滴

恢
上
人
が
黄
梅
院
の
取
り
纏
め
役
と
な
り
、
京
の
幕
府
に
謁
見
す
る
こ
と
に
な
る
。

義
堂
自
身
に
お
い
て
、
も
し
く
は
円
覚
寺
黄
梅
院
に
お
い
て
、
何
か
困
っ
た
こ
と
で
も
生
じ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
困
り
事
を
解
決
し
た
い
欲
求
を
満
た
す
た
め
に
は
、
幕
府
の

力
が
必
要
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
夢
窓
派
の
力
を
関
東
に
強
め
る
の
が
義
堂
の
目
的
で

あ
っ
た
が
、
関
東
在
住
期
に
は
、
建
長
・
円
覚
両
寺
の
渡
諷
経
問
題
等
、
様
々
な
問
題
に
直

面
し
、
解
決
す
る
こ
と
に
な
る
。
本
詩
で
は
、
具
体
的
な
問
題
は
分
か
ら
な
い
が
、
幕
府
を

頼
り
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
人
で
は
解
決
し
得
な
い
よ
う
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
一
方
で
、
詩
中
に
「
青
梅
」
を
詠
み
込
む
こ
と
で
、
詩
を
読
め
ば
、
そ
の
場
で
喉

の
渇
き
が
癒
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
点
も
着
目
さ
れ
る
。
義
堂
の
作
詩
に
お
け
る
工
夫

・
配
慮
と
言
え
よ
う
。
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